
資 料 ３
区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 白滝・丸瀬布区間
しらたき まるせっぷ

２．関係市町村 北海道 白滝村、丸瀬布町

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町村の事業量（施業量、木材生産量）が、相2
及び社会経済情 当量計画されている。
勢

450 ha年平均 間伐
1,030 ha保育

３木材生産量 千ｍ21

②本区間は、完成している丸瀬布・留辺蘂区間と連
絡し、白滝村から北見市、網走市までの距離が短
縮されて生活環境の改善が期待されるとともに、
丸瀬布町の森林公園等への北見市、旭川市方面か
らの利用が期待される。

５．地元（地方公共 北海道、白滝村、丸瀬布町は、早期完成を要望して
団体等）の意向 いる。

６．再評価の概要 継 続

関係町村は大規模な林業地域であり、本区間の完成
によって、林業、林産業への効果、北見市、網走市
等へのアクセスの改善による生活環境の改善等の効
果が期待されることから、事業を継続することとす
る。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 田島・舘岩区間
た じ ま たていわ

２．関係市町村 福島県 田島町、舘岩村、伊南村

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町村の事業量（施業量、木材生産量）が、相2
及び社会経済情 当量計画されている。
勢

80 ha年平均 間伐
130 ha保育

３木材生産量 千ｍ24

、 、②本区間は 田島町の針生地区と舘岩村高杖原地区
森戸地区を結ぶ路線であり、集落道としての利用
やスキー等の森林の総合利用等が期待される。

５．地元（地方公共 福島県、田島町、舘岩村、伊南村は、早期完成を要
団体等）の意向 望している。

６．再評価の概要 継 続

関係町村は大規模な林業地域であり、本区間の完成
によって、林業、林産業への効果、集落道としての
利用、森林の総合利用等の効果が期待されることか
ら、事業を継続することとする。
なお、猛禽類のモニタリング調査に基づき、環境保
全に配慮して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 有峰区間
ありみね

２．関係市町村 富山県 大山町

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町の施業量が、相当量計画されている。2
及び社会経済情

290 ha勢 年平均 間伐
340 ha保育

②本区間は、治山事業、砂防事業に大きな役割を果
たしている。

、 、③本区間は 富山県と岐阜県とを結ぶルートであり
県境を超えたイベント等による交流やスキー等の
森林の総合利用等が期待される。

５．地元（地方公共 富山県、大山町は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

路線全体の進捗率が高く（今年度末には４区間中３
区間が完成する見込み 、本区間の完成によって、）
富山県大山町から岐阜県高山市までを南北に結ぶ地
域の道路ネットワークが形成されるとともに、森林
管理、保育作業、木材流通、治山・砂防工事、森林
の総合利用のための効果等が期待されることから、
事業を継続することとする。
なお、風致維持など環境保全に配慮して事業を実施
する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 美山区間
み や ま

２．関係市町村 岐阜県 美山町

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町の事業量（施業量、木材生産量）が、相当2
及び社会経済情 量計画されている。
勢

180 ha年平均 間伐
320 ha保育

３木材生産量 千ｍ26

②本区間は、美山町の塩後地区等と神崎地区等を結
ぶ路線であり、集落道としての利用等が期待され
る。

５．地元（地方公共 岐阜県、美山町は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

美山町は人工林率が高く 「長良杉」の銘柄で大径、
材生産が行われており、本区間は、林業、林産業へ
の効果、さらには集落道、通勤・通学路としての効
果等が期待されることから、事業を継続することと
する。

区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業



１．区 間 名 大和区間
だ い わ

２．関係市町村 島根県 大和村

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係村の事業量（施業量、木材生産量）が、相当2
及び社会経済情 量計画されている。
勢

80 ha年平均 間伐
200 ha保育

３木材生産量 千ｍ1

②本区間は、大和村の宮内地区と役場がある中心部
を結ぶ路線であり、集落道としての利用等が期待
される。

５．地元（地方公共 島根県、大和村は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

路線全体の進捗率が高く（今年度末には９区間中８
区間が完成する見込み 、本区間の完成によって、）
路線全体が完成して道路ネットワークの形成等開設
効果の発現が大いに期待できるとともに、林業、林
産業への効果、集落道としての効果が期待されるこ
とから、事業を継続することとする。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 新見区間
に い み

２．関係市町村 岡山県 新見市

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係市の事業量（施業量、木材生産量）が、相当2
及び社会経済情 量計画されている。
勢

300 ha年平均 間伐
330 ha保育

３木材生産量 千ｍ3

②本区間は、新見市の朝間地区から芋原地区を通過
し、田曽地区を結ぶ路線であり、集落道としての
利用をはじめ、区間以北に位置する森林公園等の
森林の総合利用施設へのアクセスとしての利用等
が期待される。

５．地元（地方公共 岡山県、新見市は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

路線全体の進捗率が高く（これまでに１１区間中
１０区間が完成済み 、本区間の完成によって、路）
線全体が完成して道路ネットワークの形成等開設効
果の発現が大いに期待できるとともに、林業、林産
業への効果、集落道としての効果、森林の総合利用
の効果等が期待されることから、事業を継続するこ
ととする。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 戸河内・吉和区間
と ご う ち よ し わ

２．関係市町村 広島県 戸河内町、吉和村

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町村の事業量（施業量、木材生産量）が、相2
及び社会経済情 当量計画されている。
勢

430 ha年平均 間伐
610 ha保育

３木材生産量 千ｍ3

②本区間は、戸河内町の横川地区と小板地区、さら
には吉和村の吉和インターチェンジ周辺集落とを
結ぶ路線であり、集落道としての利用をはじめ、
本区間周辺のスキー場等の森林の総合利用施設へ
のアクセスのための利用等が期待される。

５．地元（地方公共 広島県、戸河内町、吉和村は、早期完成を要望して
団体等）の意向 いる。

６．再評価の概要 計画路線を一部変更のうえ継続

本区間は、森林管理・施業への効果、森林の総合利
用施設へのアクセス改善及びワサビ栽培振興等地域
振興への効果が期待され、地元の要望も強いことか
ら、環境保全への配慮等のために、幅員を縮小する
など計画路線の一部を変更した上で、事業を継続す
ることとする。この計画路線の変更は、費用等から
見ても妥当と考える。
なお、渓畔林部分については、環境保全に十分配慮
して事業を実施する必要がある。



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 本郷区間
ほんごう

２．関係市町村 山口県 本郷村、美和町

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係町村の事業量（施業量、木材生産量）が、相2
及び社会経済情 当量計画されている。
勢

40 ha年平均 間伐
260 ha保育

３木材生産量 千ｍ47

②本区間は、本郷村と美和町、錦町を結ぶ路線であ
り、集落道としての利用をはじめ、らかん高原の
森林の総合利用等が期待される。

５．地元（地方公共 山口県、本郷村は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

本区間は、進捗率も高く、本郷村における林業の振
興、森林の管理への効果をはじめ、集落道としての
効果、森林の総合利用施設へのアクセス改善効果等

、 。が期待されることから 事業を継続することとする



区 間 別 個 表

事業名 大規模林道事業

１．区 間 名 須木区間
す き

２．関係市町村 宮崎県 須木村

３．事業の着手時 豊富な森林資源に恵まれた地域において、基幹的な
の目的・方針 林道を整備し、林業を中心とした地域振興を図る。

４．事業対象地区の
状況

( ) 関連公共施設等 周辺道路網との整合性がとれている。1
の概要

( ) 森林・林業情勢 ①関係村の事業量（施業量、木材生産量）が、相当2
及び社会経済情 量計画されている。
勢

400 ha年平均 間伐
560 ha保育

３木材生産量 千ｍ11

②本区間は、須木村の内山地区と役場がある村の中
心部とを結ぶ路線であり、集落道としての利用を
はじめ、区間周辺のキャンプ場等の森林の総合利
用施設へのアクセスとしての利用等が期待され
る。

５．地元（地方公共 宮崎県、須木村は、早期完成を要望している。
団体等）の意向

６．再評価の概要 継 続

本区間は、進捗率が高く、公道が東西に位置してい
る森林地域において南北に結ぶ路線となり地域の道
路ネットワークを形成するとともに、人工林率が高
いため継続的に見込まれる施業への効果、宮崎市等
の原木市場へのアクセス改善効果、集落道としての
効果等が期待されることから、事業を継続すること
とする。


